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が JPEG 圧縮[1/8]では約 30%，振幅スケーリング[1.6]では約 40%向上することを確認した． 
次に，攻撃耐性を更に高めるために，適応的 STDM 手法を利用した相関型電子透かし方式を提
案する．そして，提案方式に対する計算機シミュレーションの結果から，128 ビットの透かし情
報を埋め込んだ場合，JPEG 圧縮[1/8]で BER=0，振幅スケーリング攻撃[1.6]で BER=0 となるこ
とを確認した． 
 
